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湘
南
地
域
の
基
幹
病
院
、
湘

南
鎌
倉
総
合
病
院
（
鎌
倉
市
岡

本
）
に
国
際
未
病
医
療
セ
ン

タ
ー
が
開
設
さ
れ
、
新
年
度
か

ら
活
動
を
始
め
る
。
超
高
齢
社

会
に
対
応
す
る
た
め
、
神
奈
川

県
は
健
康
寿
命
を
延
ば
す
「
未

病
改
善
」
を
大
き
な
方
針
と
し

て
掲
げ
て
い
る
が
、
大
規
模
病

院
が
本
格
的
に
取
り
組
む
の
は

初
の
試
み
だ
。

　「
未
病
」
と
は
、
心
身
の
状
態

を
健
康
と
病
気
に
二
分
す
る
の

で
は
な
く
、
健
康
と
病
気
の
間
を

連
続
的
に
変
化
す
る
も
の
と
と

ら
え
る
考
え
方
。
２
千
年
前
の

中
国
の
医
学
書

『
黄こ
う

帝て
い

内だ
い

経き
ょ
う

』

に
出
て
く
る
と

い
う
。
筋
肉
量

の
低
下
に
よ
る

サ
ル
コ
ペ
ニ
ア

や
、
そ
れ
に
精

神
的
、
社
会
的

衰
え
を
加
え
た

フ
レ
イ
ル
、
軽

度
の
認
知
障
害

な
ど
が
未
病
に

あ
た
る
。

　
同
病
院
で

は
、
す
で
に

家
村
和
千
代
・
予
防
医
学
セ
ン

タ
ー
部
長
を
国
際
未
病
医
療
セ

ン
タ
ー
長
に
任
命
し
て
い
る
。

ス
タ
ッ
フ
は
順
次
、
兼
務
の
形

で
配
置
し
て
い
く
。

　
昨
年
11
月
24
日
に
は
、「
未

病
（
Ｍ
Ｅ–

Ｂ
Ｙ
Ｏ
）」
の
取

組
を
進
め
て
い
る
神
奈
川
県
の

黒
岩
祐
治
県
知
事
を
迎
え
て
セ

ン
タ
ー
の
除
幕
式
を
行
っ
た
。

　
予
防
医
学
セ
ン
タ
ー
は
21
年

に
開
設
し
、
人
間
ド
ッ
ク
な
ど

を
通
じ
て
病
気
の
早
期
発
見

や
、
健
康
意
識
の
向
上
な
ど
に

取
り
組
ん
で
き
た
。

　
国
際
未
病
医
療
セ
ン
タ
ー
で

は
そ
れ
に
加
え
、
栄
養
士
に
よ

る
食
事
指
導
、
理
学
療
法
士
に

よ
る
運
動
指
導
を
さ
ら
に
充

実
さ
せ
る
。
同
病
院
に
は
ス

ポ
ー
ツ
総
合
診
療
セ
ン
タ
ー
が

あ
り
、
子
ど
も
か
ら
プ
ロ
ア
ス

リ
ー
ト
ま
で
の
診
療
や
リ
ハ
ビ

湘
南
鎌
倉
総
合
病
院

イ
ベ
ン
ト
出
店
の
収
益
を

国
際
未
病
医
療
セ
ン
タ
ー

	

新
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト

リ
に
対
応
し
て
い
る
。
運
動
指

導
に
は
こ
こ
を
利
用
す
る
。

　
国
際
未
病
医
療
セ
ン
タ
ー

は
、
社
会
参
加
に
ま
で
領
域
を

広
げ
、
総
合
的
な
未
病
改
善
を

目
指
す
。
そ
の
中
核
に
な
り
そ

う
な
の
が
音
楽
療
法
だ
。
そ
れ

に
は
、
小
林
修
三
院
長
が
客
員

教
授
を
務
め
る
昭
和
音
楽
大
学

(

川
崎
市
麻
生
区)

の
協
力
を

得
た
い
考
え
だ
。
同
音
大
に
は

音
楽
療
法
コ
ー
ス
や
大
学
院
の

音
楽
療
法
専
攻
が
あ
り
、
学
生

が
音
楽
に
よ
る
心
身
の
障
害
回

復
や
機
能
改
善
、
生
活
の
質
の

向
上
な
ど
を
学
ん
で
い
る
。

　
ま
た
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
ド
ッ
グ

（
介
助
犬
）
と
ふ
れ
あ
う
こ
と

が
で
き
る
場
所
も
、
院
内
に
つ

く
る
こ
と
に
し
て
い
る
。

　
当
面
は
、
同
病
院
と
協
力
関

係
が
あ
る
老
健
施
設
、
特
養
老

人
ホ
ー
ム
、
訪
問
介
護
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
な
ど
の
利
用
者
、
予
防

医
学
セ
ン
タ
ー
の
受
診
者
の
中

か
ら
、
国
際
未
病
医
療
セ
ン

タ
ー
の
受
診
を
勧
め
て
い
く
。

対
象
は
順
次
地
域
住
民
へ
も
広

げ
る
。

　
食
事
の
記
録
に
基
づ
く
改

善
、
生
活
ス
タ
イ
ル
に
合
わ
せ

た
運
動
の
方
法
な
ど
、
そ
の
人

に
あ
わ
せ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
つ

く
る
の
が
キ
モ
だ
。

　「
例
え
ば
、
カ
ラ
オ
ケ
は
社

会
参
加
で
も
あ
り
、
飲
み
込
む

力
を
鍛
え
、
誤
嚥
性
肺
炎
を
防

ぐ
効
果
が
あ
る
。
楽
し
く
、
継

続
性
が
あ
る
健
康
指
導
を
し
た

い
」
と
、
小
林
院
長
は
話
す
。

　
未
病
の
中
で
も
重
視
す
る
の

は
軽
度
認
知
障
害
だ
。
未
病
改

善
の
効
果
を
、
検
査
機
器
や
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
に
よ
る
検
査
で
測

り
、
成
果
が
あ
れ
ば
ほ
か
の
医

療
機
関
に
も
紹
介
す
る
。

　
同
病
院
は
、
隣
接
す
る
湘
南

ア
イ
パ
ー
ク
や
神
奈
川
県
、
鎌

倉
市
、藤
沢
市
と
連
携
し
て「
ヘ

ル
ス
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
拠
点
構

想
」
を
提
唱
し
て
い
る
。
国
際

未
病
医
療
セ
ン
タ
ー
は
、
地
域

ぐ
る
み
の
健
康
づ
く
り
に
不
可

欠
な
拠
点
と
な
り
そ
う
だ
。

小
林
院
長（
右
）と
家
村
セ
ン
タ
ー
長

　
昨
年
12
月
10
日
に
日
本

原
水
爆
被
害
者
団
体
協
議

会
（
被
団
協
）
へ
の
ノ
ー
ベ

ル
平
和
賞
の
授
賞
式
が
ノ
ル

ウ
ェ
ー
の
首
都
オ
ス
ロ
で
開

催
さ
れ
た
の
を
記
念
し
て
、

同
日
午
後
７
時
か

ら
大
船
観
音
寺

（
鎌
倉
市
岡
本
）
で

「
平
和
祈
願
の
夜
」

の
式
典
が
開
催
さ

れ
た
＝
写
真
。

　
大
船
観
音
寺
と

同
寺
護
持
会
の
主

催
で
、
境
内
に

「
原
爆
犠
牲
者
慰

霊
碑
」「
平
和
祈

念
塔
」
が
あ
り
、

「
原
爆
の
火
」
が

灯
さ
て
い
る
同
寺

で
は
、
毎
年
９
月
末
か
10
月

初
め
に
神
奈
川
県
原
爆
被
害

者
の
会
が
原
爆
の
慰
霊
祭
を

行
っ
て
い
る
。

　
式
典
に
は
参
詣
者
が
平
和

へ
の
願
い
を
込
め
て
折
っ
た

鶴
が
供
え
ら
れ
、
松
尾
崇
鎌

倉
市
長
や
同
被
害
者
の
会

事
務
局
長
の
東
勝
廣
さ
ん

（
82
）、
鎌
倉
市
観
光
協
会
専

務
理
事
の
大
津
定
博
さ
ん

（
61
）
ら
が
参
列
し
た
。
東

さ
ん
は
挨
拶
で
、「
過
去
に

何
度
も
受
賞
の
期
待
を
持
っ

た
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
か
な

わ
な
か
っ
た
。
今
回
の
受
章

は
突
然
湧
い
た
よ
う
な
喜
び

で
ほ
ん
と
う
に
あ
り
が
た

い
」
と
語
っ
た
。

　
全
国
の
被
爆
者
の
会
で

は
、被
爆
者
が
高
齢
化
し
て
、

会
の
存
続
が
危
ぶ
ま
れ
て
い

る
。
年
明
け
早
々
に
で
も
い

か
に
継
承
し
て
い
く
か
を
議

論
す
る
と
い
う
。

　
父
親
が
広
島
で
被
爆
し
た

被
爆
２
世
の
代
表
と
し
て
式

典
に
参
加
し
た
大
津
さ
ん

は
、「
原
爆
に
あ
っ
た
人
た

ち
の
悲
惨
さ
を
語
り
伝
え
て

い
く
こ
と
が
自
分
た
ち
の
指

名
と
感
じ
て
い
る
」
と
話
し

て
い
る
。

　

ア
ジ
サ
イ
植
樹

　
　
　
　
　
源
頼
朝
会

　
鎌
倉
市
西
御
門
の
国
指
定

史
跡
・
頼
朝
の
墓
（
法
華
堂

跡
）
の
周
辺
に
昨
年
11
月
28

日
、
ア
ジ
サ
イ
の
苗
８
株
が

植
樹
さ
れ
た
＝
写
真
。

　「
源
頼
朝
会
」（
木
村
由
利

子
会
長
・
会
員
32
人
）
が
鎌

倉
幕
府
を
開
い
た
頼
朝
公
の

墓
に
彩
り
を
添
え
よ
う
と

行
っ
た
。
葛
原
岡
神
社
か
ら

ア
ジ
サ
イ
の
苗
を
譲
り
受

け
、植
樹
の
10
日
ほ
ど
前
に
、

鶴
岡
八
幡
宮
神
職
か
ら
植
樹

場
所
の
お
祓
い
を
受
け
て
準

備
を
整
え
た
。

　
植
樹
当
日
、
会
員
や
地
域

住
民
ら
約
10
人
が
集
ま
り
、

落
葉
掃
除
を
し
て
、
墓
前
に

花
を
供
え
、
市
の
文
化
財
職

員
立
ち
合
い
の
も
と
、
墓
の

東
側
の
平
地
や
南
側
の
階
段

の
左
右
に
苗
を
植
え
た
。

　
同
会
は
、
１
９
９
２
年

の
「
武
家
将
軍
誕
生
８
０
０

年
祈
年
祭
」
の
と
き
、
頼
朝

公
の
顕
彰
を
目
的
に
発
足
。

講
演
会
や
勉
強
会
、
ゆ
か

り
の
地
巡

り
な
ど
の

活
動
を
行

う
一
方
、

１
９
９
８

年
か
ら
墓

前
清
掃
を

始
め
た
。

募
金
を
集

め
て
顕
彰
碑
を
建
立
し
た

２
０
０
０
年
ご
ろ
は
、
会
員

も
２
０
０
人
以
上
だ
っ
た
が
、

一
時
は
20
人
程
度
に
減
っ
て

し
ま
っ
た
。
木
村
会
長
は「
鎌

倉
の
ま
ち
の
た
め
に
で
き
る

こ
と
を
し
よ
う
と
い
う
会
の

精
神
を
引
き
継
ぎ
、
多
く
の

皆
さ
ん
に
お
参
り
に
き
て
も

ら
え
る
場
所
に
し
て
い
き
た

い
」
と
話
し
て
い
る
。

　
月
命
日
の
13
日
に
９
時
半

か
ら
毎
月
行
っ
て
い
る
墓
前

清
掃
の
参
加
も
募
集
中
。

　
ぼ
う
さ
い
探
検
隊

　
　
　
　

＆
芋
煮
会

　
　
　
浄
明
寺
町
内
会 

　
昨
年
11
月
30
日
、
青
空
の

下
、
浄
明
寺
町
内
会
の
「
ぼ

う
さ
い
探
検
隊
＆
芋
煮
会
」

が
鎌
倉
市
浄
明
寺
五
丁

目
広
場
で
行
わ
れ
、
20
数

組
の
家
族
が
参
加
し
た
。

　
は
じ
め
に
、
鎌
倉
市

在
住
の
ア
ウ
ト
ド
ア
ラ

イ
フ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の

寒
川
一
さ
ん
が
、「
サ

バ
イ
バ
ル
３
の
法
則
」

を
紹
介
。
次
に
「
川
の

水
を
飲
み
水
に
替
え
ら

れ
る
か
」
の
活
動
を
参

加
者
全
員
で
行
っ
た
。

　
滑
川
は
十
二
所
の
朝
比
奈

峠
付
近
を
源
流
と
し
、
長
さ

は
６
．
３
㎞
。
昨
年
９
月

の
水
質
検
査
で
は
㏗
８
・
３

（
弱
ア
ル
カ
リ
性
）
で
飲
用

に
適
す
こ
と
を
示
す
と
、
実

際
に
み
ん
な
で
そ
ば
を
流
れ

る
滑
川
の
支
流
に
水
を
汲
み

に
行
っ
た
。
子
ど
も
た
ち
は

バ
ケ
ツ
を
落
と
し
て
ロ
ー
プ

で
引
き
上
げ
る
水
汲
み
に
夢

中
。
バ
ケ
ツ
５
、６
杯
分
の

水
を
広
場
に
持
ち
帰
り
、
そ

れ
を
ろ
過
用
と
釜
用
に
分
け

た
。
そ
し
て
、
ア
イ
ラ
ッ
プ

に
入
れ
て
持
っ
て
き
た
１
合

の
米
に
携
帯
浄
水
器
を
使
っ

て
ろ
過
し
た
水
を
同
量
入
れ

て
も
ら
い
、
ラ
ッ
プ
の
口
を

し
ば
り
、大
釜
に
焚
き
上
が
っ

た
湯
の
中
に
入
れ
た
。
二
、

三
十
分
で
ア
イ
ラ
ッ
プ
い
っ

ぱ
い
に
ご
飯
が
炊
き
あ
が
り
、

用
意
さ
れ
て
い
た
い
も
煮
と

い
っ
し
ょ
に
食
べ
た
。
い
も

煮
は
自
治
会
の
防
災
農
園
で

採
れ
た
野
菜
入
り
。

　
参
加
者
た
ち
は
「
こ
ん
な

ふ
う
に
米
を
炊
く
と
は
思
い

も
よ
ら
な
か
っ
た
」「
お
い

し
い
で
す
ね
」「
貴
重
な
体

験
が
で
き
て
よ
か
っ
た
」
と

笑
顔
で
話
し
て
い
た
。

　
寒
川
さ
ん
は
、「
重
要
な

の
は
、
近
所
に
川
が
あ
っ
て

災
害
時
に
は
そ
の
水
を
利
用

で
き
る
と
い
う
こ
と
。
そ
の

た
め
に
こ
の
川
を
守
っ
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と

呼
び
か
け
た
。

　
昨
年
の
「
オ
ク
ト
ー
バ
ー

フ
ェ
ス
ト
鎌
倉
２
０
２
４
」
に

出
店
し
た
中
学
生
グ
ル
ー
プ
が

そ
の
収
益
の
４
万
９
３
９
４

円
を
昨
年
11
月
26
日
鎌
倉
ス

ク
ー
ル
コ
ラ
ボ
フ
ァ
ン
ド
に

寄
附
し
た
。

　
こ
の
催
し
は
、「
未
来
に

つ
な
げ
よ
う
、　
誰
か
の
た

め
に
」
を
テ
ー
マ
に
昨
年
10

月
５
・
６
日
に
鎌
倉
市
役
所

駐
車
場
で
開
催
さ
れ
た
。
主

催
の
鎌
倉
商
工
会
議
所
青
年

部
で
実
行
委
員
長
の
伊
藤
達

さ
ん
は
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
中
学

生
に
出
店
を
呼
び
か
け
た

と
こ
ろ
、
市
内
の
中
学
２

年
生
８
人
が
参
加
し
た
。

　
中
学
生
メ
ン
バ
ー
は
、

話
し
合
い
を
重
ね
、
海
で

拾
い
集
め
た
サ
ク
ラ
ガ

イ
や
シ
ー
グ
ラ
ス
を
持

ち
寄
り
ア
ク
セ
サ
リ
ー

づ
く
り
を
す
る
ブ
ー
ス

を
出
し
、
好
評
だ
っ
た
。

　
寄
付
金
は
メ
ン
バ
ー

の
鈴
木
蓮
さ
ん
（
14
）

か
ら
高
橋
洋
平
鎌
倉
市

教
育
長
に
手
渡
さ
れ
た
。

鈴
木
さ
ん
は
、「
初
め
は
み

ん
な
の
意
見
が
か
み
合
わ
な

い
で
苦
労
し
た
が
や
っ
て
よ

か
っ
た
。
人
と
の
関
わ
り
方

を
学
ん
だ
」
と
振
り
返
っ
た
。

ほ
か
の
メ
ン
バ
ー
か
ら
も
苦

労
話
が
あ
っ
た
が
、
各
々
い

い
思
い
出
に
な
っ
た
と
い

う
。
髙
橋
教
育
長
は
「
フ
ァ

ン
ド
の
当
事
者
で
あ
る
中
学

生
か
ら
の
寄
付
は
初
め
て
で

は
な
い
か
。
今
回
の
催
し
へ

の
参
加
は
ま
さ
に
『
課
題
解

決
型
学
習
』
の
実
践
。
こ
れ

を
き
っ
か
け
に
同
フ
ァ
ン

ド
に
も
関
心
を
も
っ
て
ほ
し

い
」
と
激
励
し
た
。

　「
鎌
倉
ス
ク
ー
ル
コ
ラ
ボ

フ
ァ
ン
ド
」
は
、
学
校
が
企

業
や
団
体
、
個
人
と
連
携
し

て
社
会
学
習
等
を
実
践
す
る

た
め
の
資
金
で
、
多
く
の
学

校
で
活
用
さ
れ
て
い
る
。
１

月
26
日
ま
で
第
５
弾
の
寄

付
を
受
付
中
。
問
い
合
わ

せ
鎌
倉
市
教
育
総
務
課
☎

０
４
６
７
・
23
・
３
０
０
０

中
学
生
が
市
の
教
育
資
金
に
寄
付

高
橋
教
育
長
を
中
央
に
中
学
生
と

商
議
所
青
年
部
メ
ン
バ
ー

平
和
祈
願
の
夜　

大
船
観
音
寺

ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
受
賞
記
念


